
教 科 目 名 電気計測（ Electric Measurements）
学科名・学年 ： 電 気 電 子 工 学 科 3年
単 位 数 な ど ： 必 履 修 2単 位 （ 前 期 1コ マ ， 後 期 1コ マ ， 学 習 保 証 時 間 45時 間 ）
担 当 教 官 ： 後 藤 智 行
授 業の 概要

電磁気 の基礎 計測の方 法を学 ぶ。特 に３年次 では初 めて系 統的に電 気諸量 の測定 の仕方を
学 ぶので あるか ら、たと えば数 量の組 立方や単 位（次 元）の 成立した 背景等 測定原 理の一般
論 から入 り，次 に電気量 測定の 際の最 も基礎的 計器で ある指 示形計器 の原理 や使い 方を中心
に 学ぶ． また最 近の測定 器であ るデジ タル計測 器につ いても 若干触れ る．
達成目標との評価方法 大分高専目標（B2）
(1)電 気計測 の基礎 的事項 を ,電気回 路 ,電気磁気 学の理 論さら に電子回 路の基 礎的事 項との対
応 が理解 出来る 程度をめ ざす． （定期 試験）
(2)現在の計測技術は，各分野で急速に発展変化しているので，多くの有用な情報を書籍やインターネット上から収
集し，その中から自分にとって有用な計測技術情報を取捨選択出来る能力を身に付ける．（定期試験）
回 授 業 項 目 内 容 理 解度 の自 己点検

1
2～ 3
4

5
6～ 7

1.計測一 般
(1)計 測法
(2)単 位 ,標準器 ,測 定誤差
(3)測 定値の 処理

2.電気計 測
(1)各 種波形 の平均 値，実 効値
(2)指 示形電 気計器 の動作 原理

〇 偏位法 ,零 位法 ,補償法 ,
置換法

〇 基本単 位 ,誘導単 位等
〇 誤差の 定義 ,測定 誤等
〇 算術平 均 ,最小２ 乗法等
〇 駆動力 ,制 御力 ,制動力
〇 可動コ イル形 を中心と し

た直流 電圧・ 電流の測 定

【 理解の 度合い 】  

8 前 期中間 試験 【 試験の 点数】 点
9～
12

13～
14

前 期中間 試験の 解答と解 説
(3)交 流電圧 ,電 流 ,電力

時 間 的 に 余 裕 が あ れ ば
3.不平衡 三相交 流の測定

〇 可動鉄 片形・ 電流力計形
等 各 種 交 流指示 計器 によ る
電 圧，電 流 ,電力の 測定

【 理解の 度合い 】  

15 前 期期末 試験 【 試験の 点数】 点
前 期期末 試験の 解答と解 説

16
17

18
19
20

21
22

(1)対 称座標 法の予 習
(2)不 平 衡 電 圧 ,電 流 ， 電 力 の 測 定

4.回路素 子定数 の測定
(1)回 路素子 の特性
(2)イ ンピー ダンス の測定
(3)Ｑ の測定  

5.波形観 測と分 析
(1)オ シロス コープ につい て
(2)周 波数・ 位相の 測定

〇 不平衡 電圧 ,電流 回路理 論
〇 零 相 ,正 相 ,逆 相 電 圧 ， 電 流

の 測定
〇 抵 抗 ,イ ン ダ ク タ ン ス ,コ ン

デ ンサ等 の電気 的特性
〇 各種交 流ブリ ッジ等
〇 Ｑの定 義，Ｑ メータ
〇 オ シ ロ ス コ ー プ の 原 理 と 使

い 方 ,リ サ ジ ュ ー 図 形 に つ
い て

【 理解の 度合い 】  

23 後 期中間 試験 【 試験の 点数】 点
24

25
26

27
28
29

後 期中間 試験の 解答と解 説
(3)波 形分析 につい て

6.デジタ ル計器
(1)デ ジタル 計器概 論
(2)周 波数カ ウンタ ー

7.その他 計測技 術概論
(1)セ ンサー 技術に ついて
(2)パ ソコン インタ フェー ス
(3)電 子計測 機器に ついて

〇 周波数 分析 ,その 他波形 分
析詳論

〇 デジタ ル計器 の一般的 測
定原理 (Ａ ／Ｄ変 換器等 )

○ 周波数 カウン ター等
〇 温度・ 湿度セ ンサー等
〇 ＧＰ－ ＩＢ ,ＲＳ ２３２ 等
〇 電子計 測機器 の種類 ,機 能

【 理解の 度合い 】  

30 後 期期末 試験 【 試験の 点数】 点
後 期期末 末試験 の解答と 解説

履 修 上 の 注 意

前期は ,電 気の基 礎計測 の内で も主に 指示形計 器全般
や 単相交 流電圧 ，電流さ らに不 平衡三 相電圧 ,電 流測定
等 の基礎 を学ぶ ．こうし た基礎 計測は ,電 磁気学 や回路
理 論の基 本的な 定義や法 則に忠 実な測 定機器の 取り扱  
い となる 為，１ ～２年生 次の理 論教科 や３年次 習って
い る内容 と並行 しながら の授業 内容と なる．後 期に入  
る とそれ 等を基 にして ,回 路部品 の測定 技術，さ らに波
形 観測機 器の代 表格であ るオシ ロスコ ープに焦 点を当  
て ,そ の基本 的な原 理や取 り扱い 方を学 ぶ．さら に周波
数 測定， 各種デ ジタル計 器の原 理や使 われ方に ついて
学 び，時 間が許 せる範囲 で ,センサ ー ,最近の工 業計測
技 術等を 学ぶ．

教 科 書 森 崎・江 村・西 山共著 ， 新編電 気工学 講座１０
改 訂 電 気計測 ， コロナ 社

参 考 図 書 西 野 治 著，標 準電気工 学講座 ２〔改 訂〕電気 計測
コ ロナ社

関 連 科 目 発 変電工 学 ,高電圧 工学 ,電気 応用 ,送配 電工学 ,電 気回
路 Ⅰ ,電磁気 学Ι ,自動制 御，パ ワーエ レクトロ ニクス ，
電 気設計 ，シス テム工学 ，電気 法規

総 合 評 価 達 成目標 の (1),(2)につい て ,通年４ 回の定 期試験 の成  
績 による ．
総 合評価 ＝（４ 回の定期 試験の 単純平 均）
原 則 と し て ， 再 試 験 は 行 わ な い ．
総 合評価 が６０ 点以上を 合格と する .

【 総合達 成度】

【 総合評 価】 点




